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俳

人

諸

九

尼

の

生

涯

　
な

み

女

の

頃
　

大

内

初

夫

江
戸
中
期
俳
壇
に
於

い
て
、
千
代
女
や
歌
川
女
等
と
全
く
同
時
代

者
で
あ
つ
た
諸
九
尼
に
つ
い
て

は
、
従
来
あ
ま
り
に
も
伝
記
研
究
の

面
で
等
閑
に
さ
れ
て
ゐ
た
観
が
あ
る
。
加
賀
の
千
代
女

が
、
美
濃
派

に
利
用
さ
れ
て
喧
伝
さ
れ
、
早
く
か
ら
華

々
し
い
声
望
を
得

た
の
に

比
し
て
、
諸
九
尼
の
そ
れ
は
対
蹟
的
で
さ
へ
あ
る
。
野
坂

の
流
れ
を

汲
ん
だ
彼
女
は
、
あ
ま
り
に
も
自
派

一
派
に
閉
ぢ
籠
り
過
ぎ
て

ゐ
た

と
思
は
れ
る
し
、
男
性
に
比
べ
て
不
均
等
な
位
置

に
お
か
れ
て
ゐ
た

女
流
作
家
と
し
て
、
諸
九
尼
の
場
合
、
野
坂
門
は
既
に
陵
夷
に
赴
い

て
ゐ

て
、
美
濃
派

の
様
な
大
き
な
勢
力
が
背
後

に
な

か

つ
た
。
又
、

菊
舎

尼
に
於
け
る
梅

門
公
の
様
な
藩

主

の
特

別
な
庇

護
も
な
か
つ

た
。
僅
か
に
蝶
夢
等
の
堤
助
を
得
た
程
度
で
、そ
の
生
活
は
必
ず
し
も

恵
ま
れ
た
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
然
し
さ
う
し
た
世

評
の
如
何
に
拘

ら
す
、
諸
九
尼

の
作
品
は
千
代
女
に
勝
り

こ
そ
す
れ
、
決
し
て
劣
る

も
の
で
は
な
い
。

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水

千
代

朝
顔
に
此
頃
し
り

ぬ
夜

の
長
さ

諸
九

今
、
便
宜
朝
顔

の
句
を
比
較
し
て
み
て
も
、
千
代

の
句
が

上
面
だ

け
の
風
流
に
遊
ん
で
ゐ
る
の
に
比
し
て
、
諸
九
の
句
.は
甚

だ
主
観
的

で
あ
り
自
照
的
で
あ
る
。
読
め
ば
読
む
程
、
し
み
じ
み
と
心
に

応

へ

る
句
境
の
深
さ
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ァ
ナ
リ
ズ

ム
の
波

に
乗

つ
た
千

代
女

の
句
等

に
は
到
底
求
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
夫
浮
風
と
死
別
後

の
諸
九
尼
の
不
遇
な
生
活
ー

わ
び
し
い
、
歎
息
と

涙

と

の
生

活

が
、
そ
れ
を
諸
九
尼
に
齎
し
た
の
で
あ
ら

う
。

だ
が
論
の
順
序
か
ら
私
は
本
稿
で
は
主
と
し
て
薙
髪
以
前

の
諸
九

尼
、
云
は
ゞ
俗
称
な
み
女

の
時
代
を
取
り
扱
は
う
と
思
ふ
。
実

は
そ

こ
に
浮
風
死
別
後
の
廿
年
間

の
浅
生
を
、

し
や
に
む
に

俳
譜
に
生
き

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
諸
九
尼

の
秘
密
が
あ
る
の
だ
。



二

さ
て
、
私
は
最
初
に
諸
九
尼
伝

の
研
究
は
全
く
等
閑
に
さ
れ

て
ゐ

る
と
述
べ
た
。
田
中
紫
江
氏
の

「
諸
九
尼
考
」
(

)

以
後

殆
ど
見
る
べ
き
研
究
を
聞
か
な
い
。

「
諸
九
尼
考
し
は
諸

九
尼

研
究

と
し
て
は
纒
ま
つ
た
も
の
だ
が
、
非
常
に
お
ほ
ざ

っ
ぱ
な
も
の

で
誤
り
も
多

い
。
そ
し
て
以
後
、

『
日
本
文
学
大
辞
典
』

)

(
注

一
)

『新

撰
大
人
名
辞
典
』

(平
凡
社
刊
)
等
何
れ
略
誤
り
を
重

ね
て
ゐ
る
。

先

づ
諸
九
尼

の
出
生
地

に
つ
い
て
も
、
田
中
紫
紅
氏
は

「
諸
九
は

正
徳
三
年
、
筑
前
直
方
在
山
辺
村
尾
仲
家
に
生

れ
た
」

(上
述
書
)
と

さ

れ
、

『福
岡
県
先
賢
人
名
辞
典
』

(昭
和
八
年
刊
)
も
こ

れ

に
従

つ
て

ゐ

(
註
二
)

 る
。
然
る
に
竹
下
工
氏
は

『
筑

後

俳

譜

史
』
(昭
和
四
年
刑
)
に
「竹
野
郡

(注
現
在
の福
岡
県
浮
羽
郡
)
唐
島
村
大
庄
屋
永
松
氏
の
女

な
り
と
い
ふ
。」
と

記
し
て
ゐ
る
。
私
は
先
般
直
方
市
山
辺
を
訪
れ
た
折
、
尾
仲
家
出
生

説
は
殆
ど
確
実
な
文
献
が
な
く
、
甚
だ
曖
昧

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

感
じ

た
。

一
方
永
松
家
出
生
説
は
、
諸
九
残
後
廿

二
年
、
享
和
三
年

に
成

つ
た
筑
後
久
留
米
の
白

暁
撰

『
耳
能
阿
迦
』
に
、
諸
九
の
句
が

「
唐

シ
マ
」
の
肩
書
で
入
集
し
て
ゐ
る
の

で
、
可
成
根
拠
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考

へ
て
ゐ
た
。

と

こ
ろ
が
最
近
、
吉
井
公
民
館
の
石
井
近
義
氏
に
よ

っ
て
、
永

松

家
出
生
説
及
び
俗
称
な
み
の
裏
付
げ
と
、
浮
風
と
の
結
婚
の
秘

密
等

大
正
モ
五
年
刊
、
古
俳
書
文
庫

「
秋
風
記
」
所
収
。

.

、新
潮
社
刊
、

増
補
改
訂
版

(
註
三
)

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
特
に
筑
後
田
主
丸

町
西
郷
の
申
村
家

《注
、
西
郷

は
旧
五
名
村
、
諸
九
の
姉
む
つ
の
嫁
ぎ
先
)
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る

「
諸
九
の
文
」

は
、

注
日
す
べ
き
新
資
料
で
あ
る
。
私
は
過
日
、
石
井
氏
の
同

道
を
得
て

申
村
家
を
訪
ひ
、
こ
の
、
「諸
九
の
文
」
を
親
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂

い

た
。

「
諸
九
尼
の
文

中
村
永
恭
」

と
墨
書
さ
れ
た
桐
箱
に
収

め
ら

れ
て
ゐ
る
諸
九
の
手
紙
は
、
幅
二
十
糎
余

り
長
さ
数
米
に
及
ぶ
裏
紙

使
用

の
台
紙
に
、
七
通
の
手
紙
が
貼
布
さ
れ
て
ゐ
る
。
中
村
永

恭
は

諸
九
の
姉
む

つ
の
孫
、
五
兵

衛

で
、
諸

九

尼
の
名
が

知

名
に
な
る

に
つ
れ
て
、
そ
の
書
簡
を
蒐
集
整
理
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と

思
は
れ

る
。
諸
九
の
書
簡
は
年
代

の
順
序
も
な
く
左
の
順
に
七
通

(何

れ
も

長
簡
)
が
貼
布
さ
れ
て
ゐ
る
。

六 五 四 三 ニ ー
、 、 、 、 、 、

弥
生
廿
六
日
付
、
御
と
ゝ
様

・
御

か
ゝ
様

宛

(署
名
諸

九
)

神
無
月
七
日
付
、
御
と
ゝ
様

・
御

か
ゝ
様
宛

(署
名

な
み
)

四
月
十
二
日
付
、
あ
ね
様
宛

(署
名
な
み
)

十
二
月
廿
七
日
付
、
五
兵
衛
様
宛

(署
名
諸
九
)

葉
月
十
四
日
付
、
五
兵
衛
様
宛

(
署
名
諸
九
)

文
月
四
日
付
、
平
八
様

・
惣
次
郎
様

・
五
兵
衛
様
宛

(署

名

諸
九
)

七
、
日
付
な
し
、
お
花
様
宛

(署
名
な
み
)

な
ほ
巻
頭

に
こ
の
手
紙
の
参
考
に
添

へ
た
と
思
は
れ
る

「
唐
島

永

松
氏
家
系
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
手
紙
の
名
宛
人
や
文
申
の
人
物
と

諸
九
と
の
関
係
を
可
成
明
ら
か
に
出
来
る
。



即

ち
こ
の
家
系
に
よ
る
と
、
諸
九
は
唐
島
大
庄
屋
永
松

十
五
郎

の

三
女
と
し
て
出
生
し
て
ゐ
る
。
俗
称
な
み
。
生
年
は
天
明
元
年

六
十

八
才
で
残
し
て
ゐ
る
の
で
、
逆
算
す
る
と
正
徳
四
年

の
生

れ

で

あ

る
。
千
代
女
は
こ
の
年
十

一
才
、
歌
川
女
は
翌
年

の
出
生
で
あ

る
。

諸
九
即

ち
な
み
の
上
に
長
姉
む
つ
(

)
、
次
姉
は
ま
(

、

か
を
り
、
下
に
次
弟
八
郎
治
(

)
、
次
妹
は

な
(

)

末
弟
宗
八

(
中
原
村へ別
宅
)
等
が
ゐ
た
。

と

こ
ろ
で
な
み
に
は

「
中
原
村
永
松
万
右
衛
に
嫁
。

欠

落
シ
テ

俳
譜
宗
匠
諸
九
」
の
添
書
が
あ

る
。
永
松
万
右
衛
門
は

「
家

系
」
に

よ
る
と
、
諸
九
の
祖
父
長
左
衛
門
の
末

弟
藤
七
の
嫡
子
で
あ
り
、
父

の
従
弟

に
当
る
人
物
で
あ
る
。
筑
後
川
畔
竹
野
郡

の
名
家
、

大
庄
屋

唐
島

の
永
松
家

の
三
女
と
し
て
、
恐
ら
く
娘
時
代
を
何
不
自
由

な
く

残
儘

に
育

っ
た
諸
九
は
、
長
じ
て
顔
馴
染

の

一
族
申
原
村
庄

屋
永
松

方
右
衛

門
に
嫁
い
だ
の
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
こ
の
儘
平
穏

に
諸
九
が

田
舎
庄
屋
の
妻

の
座
を
守
つ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
今
日
筑
後
地
方
で

よ

く
見
か
け
る
古
め
か
し
い
庄
屋
墓
地
の

一
隅
の
、
ば

か
で
か
い
墓
石

に
そ

の
名
を
残
し
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
だ
が
運
命
は

諸
九
に

と

つ
て
も
悪
戯
で
あ
つ
た
。
彼
女
は
恋
の
為
に
夫
を
捨

て
、
家
を
捨

て
た
の
で
あ
る
。
即
ち

「
家
系
」
に
云
ふ
欠
落
の
事
実
が
注
目
さ
れ

ね
ば

な
ら
な
い
。

さ

て
、
こ
の
欠
落
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
石
井

氏
が
指
摘
し
て
ゐ

(
註
四
)

ら

れ

る
如

く

『
石

原

家

記

』

に
、

次

の

や

う

な
記

載

が

あ

る

。

五
名
村

中

村
七
兵
衛
妻

タ
¢
跡
を
',
し
で
唐

島
大
庄
屋
と
な
る

娠
川
村

鹿

毛
彦
五
郎
妻
、

久
留
米
の
安

武
伝
八
妻

明
和
七
正
月
十
日

元
春
咄
、
此
二
月
初
、
9三
十
年
以
前
唐
島
大
庄
屋

八
郎
次
姉
、
従

兄
弟
と
夫
婦

に
成
居
候
処
、
床
島

に
筑
前

よ
り
参
居

候

コ
ハ
ク
と

申
医
者
に
密
通
致
欠
落
、
此
医
者
京
都
に
参
居
候
処
相
果

、
其
後

此
女
比
丘
尼
に
相
成
手
習
師
匠
杯
致
居
候

。
且

俳
譜
も
能
候
由
。

下
り

一
類
中
墓
所
拝
、
片

の
瀬
渡
筑
前

の
様
に
参
候
。
四

五
日
後

此
者
な
る
べ
し
と

一
家
共
存
付
、
蜷
川
宗

五
郎
、
五
名
村
庄

屋
両

人
跡
よ
り
尋
参
候
処
、
能
方

(註

直
方
の
・
と
四
に
居
候
て
逢
候
由
。
俳

名
諸
九
と
申
由
。

一
類
中
却
て
不
見
知
由
。

明
和
七
年
と
云

へ
ば
諸
九
尼
五
十
七
歳

の
年
で
あ

る
。

コ
ハ
ク
は

湖
白
で
俳
人
有
井
浮
風
の
前
号
で
あ
る
。
三
十
年
以

前
、
即
ち
寛
保

の
頃
、
当
時
諸
九
の
実
家
唐
島

か
ら
川
向
ふ
に
当
る
筑
後

床
島
に
逗

留
中
の
浮
風
と
入
魂

に
な
つ
て
、
諸
九
は
先
夫
万
右
衛

門
を
捨
て
て

浮
風
の
許

に
走

つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
な

ほ
寛
保
年
間

の
文
献
に

よ
る
と
、
床
島
よ
り
ず

つ
と
唐
島

に
近

い
同

じ
竹
野
郡
片
の
瀬

に
浮

風
が
滞
在
し
て
ゐ
た
事
実
が
あ
り
、
欠
落
の
年
次
や
こ
の
事

に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

白

 

こ

ゝ
で
湖
白
庵
有
井
浮
風

に
つ
い
て

一
言

し
よ
う
。
浮
風
の

こ
と

は
そ
の
追
善
集

『
そ
の
行
脚
』
(

)
所

収
、
親

友

青
山
文
雄

諸
九
尼
編
、

宝
暦
十
三
年
刊



（
直

方
多
賀
神
社
宮
司
)
の
手
に
な
る

「
湖
白
庵
行
状
記
」(

)
に
詳
細

な
記
述
が
あ
る
。
浮
風
は
、
福
岡
黒
田
藩
の
支
藩
直
方

藩
士
有
井
十

蔵
義

実
の
子
と
し
て
、
元
禄
十
五
年
筑
前
直
方
に
て
出
生
し
た
。
幼

名
新
之
助
、
長
じ
て
軍
治
義
保
と
称
し
た
。
幼
少

の
頃

か
ら

能

筆

で
、

且
つ
弓
矢

に
長
じ
て
ゐ
た
の
で
、
藩
主
長
清
は
常

に
彼

を
左
右

に
待

ら
せ
て
召
使
つ
た
と
云
ふ
。
又
父
十
蔵
義
実
も
長
清
の
弓
の
師

範
で
あ
つ
た
と

「
行
状
記
」
は
記
し
て
ゐ
る
。
然
し
直
方
多
賀

神
社

所
蔵

の
享
保
五
年

の
直
方
古
地
図

に
は

「
元
禄
十
四
年

無

足
中

ご
人
扶
持

有
井
十
蔵
」
と
そ
の
屋
敷

の
箇
所

に
記
入
さ

れ
、
又
、

飯
野
家
蔵
の
元
禄
+
四
年
直
方
家
申
分
限
帳
に
も

「
無
足
中
」

の
と

こ
ろ

に
同
…様
な
記
載
が
あ

つ
て
、
藩
士
と
云
つ
て
も
甚
だ
軽

輩
で
あ

り
、

主
君
の
弓
の
師
範
を
務
め
た
と
云
ふ

の
も

如
何

か
と

思

は
れ

る
。
他

の
行
状
記
に
も
見
ら
れ
る
如
き
舞
文
曲
筆
が
多
分

に
あ
る
の

で
あ
ら
う
。
さ
て
浮
風
は
廿
才
の
頃
か
ら
肺
病
を
煩
ひ
、
又

他
の
病

も
あ

っ
て
致
仕
し
た
と
云

ふ
。

「
行
状
記
」
に
は
、浮
風
は

「
十
四
五
才
」
の
頃
か
ら
句
を
吐
く
に

巧
み
で
あ
り
、
享
保
三
年
、
十
七
才

の
時
、
折
か
ら
九
州
巡
遊
中
の

野
坂

に
入
門
し
、
湖
白
の
俳
号
を
も
ら
つ
た
と
あ
る
。
湖

白
の
句
が

俳
書

に
初
出
す
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
享
保
十
三
年

刊

『
水
鱈

伝

』

(杏
両
撰
)
で
あ
る
。
又
、
浮
風
撰

『
窓
の
春
』
(宝
暦
六
年
刊
)
の
杏
雨

序
に

「
湖
白
庵
浮
風
、
箱
崎
の
松
陰
に
草
轄
を
む
す
び
、
こ
の
花
の

本
・に
杖
を
や
す
め
、
師

に
し
た
か
ひ
て
薪
水

に

や

つ

れ
、

丹
青

に

以
下

「
行
状

記
」
と
よ
ぶ
.

染
、
不
用
の
用
を
さ
と
す
。」
と
あ
つ
て
、

こ
の
頃
、
野
坂
に
随

侍
し

て
行
脚
の
杖
を
曳
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち

『
柴
の

ほ
ま
れ
』

(宝
暦
八
年
刊
)
所
収
の
福
岡
万
李
亭
の
歌

仙

に
は

野

披
と

一
座

し
て
を

り
、

『折

つ
ゝ
じ
』

(安
永
元
年
刊
)
に
よ
る
と
野
坂
等
と
筑
豊
の
境
皿
山

に
遊
び
、
又
、
文
雄
亭
で
の
歌
仙

に
も
同
座

し
て
ゐ
る
。

『
野

坂
吟

草
』
(宝
暦
港
年
刊
)
に
も
、

有
井
湖
白
、
官
府

へ
帰
る
を
馬
の
は
な
む
け

し
て
、

さ
し
肩
に
羽
織
の
風
や
今
年
竹

野
坂

湖
白
亭

相
蚊
帳
に
秋
の
咄
や
片
旅
籠

〃

太
宰
府
春
納
、
願
主
湖
白

す

ゝ
は
き
や
梅
も
御
注
連
の
寒
替
り

〃

等
の
吟
が
見
え
、
野
坂
を
自
亭
に
招

い
た
事

も
あ

つ

た

と

思

は
れ

る
。元
文
五
年
、
野
坂
が
死
去
し
た
折
に
は

浮
風
は

「
昼

も
よ
る
鳥

(
マ

マ
)

さ
え
篭
む
春
の
雨
」
の
追
悼
句
を
手
向
け
て
ゐ
る

が

(
三
日
の
庵
ご

、

そ
の
前
書

に
よ
る
と
、
難
波
の
浅
生
庵
を
訪
れ
、
野
坂
の
薪

水
の
労

を
助
け
る
約
束
が
あ
つ
た̀
が
、
出
発
間
際

に
浮
風
は
病

に
倒

れ
、
病

床
に
師
翁
の
計
音
を
聞
い
た
の
で
あ
つ
た
。
か
く
て

野

坂

死

別

後

「
兼
て
好
め
る
事
と
て
遊
ひ
な
か
ら
の
医
を

表
と
し
、
折
々
隣
国
に

も
さ
ま
よ
ひ
、
そ
こ
に

イ
と
せ
、
愛
に
三
と

せ
、
今
日
の
安
き
に
安

む
し
、
日
を
送
り
も
て
行
」

(行
状
記
)
、
と
云

つ
た
生
活
が
始

っ
た
。



医
者
を
生
業
と
し
つ
ゝ
俳
譜

に
遊
び
、
近
国
に
杖
を
運
ん
だ
の
で
あ

る
。か
う
し
て
浮
風
は
筑
後
の
国
に
も
杖
を
曳
い
た
。
前
述
し
た
如
く

『
石

原
家

記
』
に
は

「
床

島
に
筑

前
よ
り
参
居
候

コ
ハ
ク
と
申
医

者
」
と
あ
る
が
、
寛
保
二
年
刊
、
筑
前
朝
倉
遊

五

撰

『小

夜

の
中

山
』

に
は
、

初
霞

掻
や
右
左
良
の
濡
松
葉

片
ノ
瀬
湖
自

等
の
浮
風
句
が
入
集

し
て
ゐ
る
。
肩
書
の

「
片
ノ
瀬
」
は
、
勿

論
筑

後
竹

野
郡

の
片
の
瀬
で
あ
る
。
そ
し
て
か
く
肩
書
に
記
さ
れ

る
ほ
ど

で
あ
る
か
ら
、
寛
保
二
年
頃
、
浮
風
は
片
の
瀬
に
長
逗

留
し
て
ゐ
た

も
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
同
集
に
は

「樗
舎
人

(注
、
遊
五
)
の
旅

行

を
助

て
、
馬
貞
老
人
の
伴
と
て
朝
倉
の
か
た
へ
と
杖
を
引

れ

し

に
申

侍

る

」
と
前
書
し
た
次
の
様

な
歌
仙
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

夏
山

や
鶯
花
の
雫
旅

湖
白

笠

ハ
差
す
と
も
桐
の
茂
り
葉

馬
貞

問

は
つ
れ
に
茶
を
煮
門
の
端
香
し
て

市
山

揚

よ
と
駕
を
た
ゝ
く
川
前

遊
五

(
以
下
略
之
)

こ
の
第
三
を
つ
と
め
て
ゐ
る
市
山
は
、
片
の
瀬
か
ら
十
丁
と
も
離

れ
て

ゐ
な
い
塩
足
の
住
で
あ
り
、
こ
の
歌
仙
は
馬
貞
、
遊

五
の
同
門

の
俳
友

を
交

へ
て
、
片
の
瀬
の
浮
風
の
旅
寓
か
、
或

は
.市

山

の
亭

か
で
興
行
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
市
山
は
元
文

五

年

に

片

の

瀬

に
野

城
塚

(む
す
び
塚
)
を
建
立
し
、

『
む
す
び
塚
集
』
を
刊
行

し
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
浮
風
が
片
の
瀬
に
長
逗
留
す
る
や
う
に
な

つ
た

の
は
多
分
市
山
と
の
関
係

に
よ
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
叉
、
市

山
は

早
く
享
保

二
年

に
雪
刀

・
秋
虎
等
と

『百
曲
集
』
を
撰
ん
で
を
り
、

野
城
も
屡

々
市
山
の
許
を
訪
ひ
、

こ
の
辺
り
を
吟
行
し
て
ゐ
る
。
だ

か
ら
こ
の
土
地
の
大
庄
屋
の
娘
と
し
て
生
長

し
た
諸
九
は
、

野
城

一

門
の
俳
階

に
つ
い
て
耳

に
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
そ

し
て

片
の
瀬
に
滞
在
し
て
医
を
業
と
し
、
叉
俳
譜

に
遊
ん
で
ゐ

た
浮
風
を

藷
…九
は
た
ま
く

知
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

の
恋
の
経
緯

に
つ
い
て
は
様
々
な
劇
的

シ
ー
ン
を
我
々
は
想
像
す
る
こ
と

が
出
来

よ
う
。
か
く
て
お
互
の
恋
慕
の
情
は
、
諸
九
が
人
妻
で
あ
る

こ
と
を

さ

へ
忘
れ
さ
せ
た
。
越
え
て
は
な
ら

ぬ
簾
を
乗
り
越
え
た
二
人

は
、

恋
の
成
就
さ
れ
る
天
地
を
求
め
て
筑
後
を
去

つ
た
。
か
う
し
て
遂

に

諸
九
は
家
や
故
郷
を
捨
て
た
の
で
あ
る
。

二
人
が
欠
落
し
た
年
次
に
つ
い
て
は
、
寛
保
三
年
刊
、
久

留
米
の

秋
尾
撰

『
上
戸
雪
』
に
筑
後
地
方
俳
人

の
句

が
多
く
入
集
し

て
ゐ
る

の
に
、
浮
風

の
句
が
見
え
な
い
こ
と
、
又
、

同
年
刊
h
風
之
、
梅

従

等
撰

『
屋
土
里
塚
』
は
難
波
無
名
庵
連
中
及
び
各
地
の
同
門

の
作
品

を
収
め
て
ゐ
る
の
に
、
之
亦
浮
風

の
句
は
見
え
な
い
。
な
ほ
浮
風
、諸

九
が
難
波

に
居
住
す
る
や
う
に
な
る
の
が
、

後
述
の
ご
と
く

翌
延
享

元
年
で
あ
る
こ
と
』
以
上
の
こ
と
か
ら
欠
落

の
年
次
を
寛

保
三
年
の

こ
と

ゝ
推
定
す
る
。
時

に
浮
風
四
十

二
才
、
諸
九
三
十
才
で
あ
つ
た
。



四

そ

の
後
浮
風
と
諸
九
は
何
処
を
如
何
辿
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
そ

し

て
間
も
な
く
二
人
は
京
都
に
上

つ
た
と
思
は
れ
る
。

即
ち

「
諸
九
の

文
」

の
お
花
宛
の

一
通
は
、
家
出
後
京
か
ら
当
時
実
家
永
松

家
に
ゐ

た
妹

お
花

に
書
き
送

つ
た
も
の
で
あ
る
。

過

し
頃

ハ
よ
く
ぞ
や
御

ふ
み
く
た
さ
れ
、
た
の
し
さ
か
き

り
な

く
、

御

め
も

し

の

心

ち

二
て

な

か

め

入

ま

ゐ
ら

せ
候

。

い
よ

ー

御

そ

く

も

し

二
御

入

の
よ

し
、

何

よ

り

く

よ

ろ

こ

ひ

ま

ゐ

ら

せ
候

。

わ

も

じ

事

ぶ
じ

に

い
ま

ゐ
ら

せ
候

。

し
か

し

か

や

う
成

行

候

事

、

う

き

ハ
世

の
中

の
人

の

こ

ゝ
う

と

う

ら

め

し
く

お

ぼ

し

め

す

と

の
御

う

ら

み
、

御

も

つ
と

も

に
存

ま

ゐ
ら

せ
候

。

わ

も

じ
家

出

い
た

し
候

一
通

り

、

い

つ

く

に

お

ち

つ
き

候

と

も
、

た
よ

り

を

も

と

め
申

ひ
ら

き

い
た

し
申

へ
く

と

存

い
申

候

に
、

ふ
ぎ

一
通

り

と
成

行

ま

う

し
候

ヘ
ハ
、

今

さ

ら

と
な

た

へ
も

文

二
て
申

わ

け

い

た

す

へ
き

や

う

も

御

さ

な

く

、

か

ゝ
様

か

た

ハ

申

二
お

よ

ハ
す

、

一
家

中

の
人

々

ふ

と

ゝ
き

に

お
ほ

し

め
し

候

は
ん

事
、

御

も

つ
と

も

の
事

、

と

に
も

か

く

に
も

わ

も

し

い
ん

く

わ

と
あ

き

ら

め

申

候

ヘ

ハ
、

身

ひ

と

つ
す

た
り

候

事

ハ
お
も

ひ
も

う
け

た

る
事

二

而

候

へ
と

も
、

か

ゝ
様

か

た

は

し
め

ま

う

し
、

き

や

う

た

い
中

の

御

か

ほ

は

つ
か

し

め
ま

う

し
候

身

の

つ
ミ

と

か

の
ほ

と

お

そ

ろ

し

く
、

後

の
世

の
ほ

と

も

か

な

し

く

存

ま

ゐ
ら

せ
候

。

に
な

川

・
五
名

あ

ね
様

か

た

へ
も
文

上
度

そ

ん

し

ま

う

し
候

へ

共

、

か

や

う

の
身

の

う

ヘ

ニ
て
御

さ

候

ヘ

ハ
、

わ

も

し

よ
り

お

し

つ
け

て

文

も

し
ん

し

上

ら

れ
す

、

さ

て
　

御

な

つ

か

し
く

、

わ

も

し

心

の
内

ハ

ふ
て

に

も

っ
く

し

か

た
く
、

御

す

い
も

し

可

被

下
候

。

か

ゝ
様

か

た

は

し

め

ま

う

し

、

あ

ね

様

か

た

へ
も

、

と
か

く

そ

も

じ

…様

御

か

た

よ

り

よ
き

や

う

二
御

つ

た

へ
た

の

ミ
入

ま

ゐ
ら

せ
候

。

申

し

ん

し

度

御

事

ハ
む

ね

二
余

り

候

へ
と
も
、

つ
と
　

二
か
き

つ

く

し

か

た

く
、

何

事

も
御

す

い
も

し

可
被

下

候

。
誠

に

一
生

の

う
ち

二

一

度

、

か

ゝ
…様

か

た

は
し

め

ま

う

し
、

あ

ね
様

か

た

ミ

な
　

様

の

御

か
ほ
見

上

ま

う

し
度

、

ね

か

ひ

の

ミ
神
様

ほ

と
け
様

へ

も

い

の

り

ま

ゐ
ら

せ
候

。

ま

た
あ

と
よ

り

よ

き

た
よ

り

も

御

さ

候

ハ

ゝ
、

文

二
て
申

し

ん

し

ま

ゐ
ら

せ
候

。

く

わ

し

き

事

ハ
し
ゆ

ん

あ

ん

様

へ
御

た

つ
ね
、

御

き

ゝ
な

ら

れ
可

被

下

候

。

め

て

た

く

か

し

く
。

な

ミ

お
花

様

尚

々
、

し
ゆ

ん

庵

様

御

の
ほ
リ

ニ
て
、

ふ

し

き

に
御

め

に
か

ゝ

り
、

御

う

れ

し
さ

、

京

へ
御

と

う
り

う

の
内

ハ
、

そ

こ
も

と

の

た

よ
り

も

お
り

ふ
し

う

け
給

ま

う

し

候

に
、

御

下

り

な

ら

れ

候

ハ

ゝ
、

御

た

よ
り

も

か

れ
　

二
成

申

へ
く

と
、

そ

れ

の
ミ

あ

ん

し

ま

ゐ
ら

せ
候

。

春

庵
様

へ
御

め

に
か

ゝ
り

ま

う

し
候

ヘ

ハ
、

ミ

な

　
様

へ
御

め

に
か

ゝ
り
候

こ

ゝ
ち

二
而
、

御

う

れ

し
さ
、

か

な

し

さ
御

す

い
も

し

可
被

下

候

。
申

ま

て

な

く

候

へ
共

、

す

い
ふ
ん



　
お
そ
く
も
し
千
御
く
ら
し
な
さ
れ
候

へ
か
し
と
、
い
の
り
ま

ゐ
ら
せ
候
。
お
か

ゝ
様

へ
も
ひ
そ
か
に
御

つ
い
て
の
せ
つ
よ

ろ
し

く

た
の
ミ
ま
ゐ
ら
せ
候
。
文
と
ゝ
の

へ
申
ま
う
し
候

ヘ
ハ
、

一
入

御

な
つ
か
し
く
か
な
し
く
候

ハ
・
、
あ
と
や
さ
き
と

か
き
ち
ら
し

御
す
い
も
し
二
て
御
ら
ん
た
の
ミ
ま
ゐ
ら
せ
候
。

以
上
。

文
面
か
ら
京
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知

ら

れ

る
。
諸

九

は
後
年
宝
暦
六
年
冬
以
後
(

)京

に
住
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の

後

の
も
の
と
考

へ
る
と
、
出
奔
後
十
三
年
を
経
た
こ
と
に

な
り
、
他

の
あ

ね
様
宛

の
手
紙
に
お
花
の
結
婚

の
こ
と
が
記
さ
れ
て

を
り
、
諸

九
の
次
が
八
郎
次
、
そ
の
下
が
お
花
な
の
で
、
宝
暦
六
年
以
後

の
執

筆

と
見
る
と
、
お
花
と
の
間

に
も
年
齢

の
開
き
が
あ
り

過
ぎ
、
い
ろ

い
ろ
と
不
合
理
な
所
が
出
て
来
る

。
故
に
難
波

の
無
名
庵
入
庵
前

の

も
の
と
考

へ
た
い
。

こ

の
手
紙
は
、
筑
後
か
ら
上
洛
し
た
春
庵

な
る
者
に
托
し
て
諸
九

の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
妹
お
花

の
手
紙
に
対
し
、
春
庵

の
帰
郷
に
当

つ
て
花

へ
の
返
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
妹
お
花

の
手

紙

に
は
、
こ
の
時
代
最
も
不
名
誉
な
世
聞
体
の
悪

い
欠
落
と
云
ふ
手

段
で
肉
親
を
捨
て
た
姉

へ
の
怨
言
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
と
思

は

れ
る
。
そ
の
手
紙
を
得
て
肉
親
な
つ
か
し
さ
の
気
持
が

一
度
に
浴
れ

出
た

の
で
あ
ら
う
が
、
諸
九
の
切
な
い
女
心
が
言
葉
の
端

々

に
感
ぜ

ら
れ
る
手
紙
で
あ
る
。

欠
落
者
の
諸
九
に
も

「
申
ひ
ら
き
い
た
し
申
」
す
十

分
な
理
由
が

諸
九
四
十
三
才

以
後

あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
然
も
事

の
成
行
か
ら
結
果
は

「
不

義

一
通

り
」
と
な
つ
て
し
ま
ひ

「
か

ゝ
様
か
た
は
じ
め
ま

う
し
、
き
や
う
だ

い
中
の
御
か
ほ
を
は
つ
か
し
め
」
る
事
に
な
つ
て
、
諸
九
は
肉
親
に

対
し
申
訳
な
い
気
持
で
堪

へ
ら
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
そ
の
気
持

は
又
自
分
か
ら
進
ん
で
故
郷
の
縁
者

へ
言
訳

め
い
た
手
紙
を

書
く
事

を
許
さ
な
か
つ
た
と
思
は
れ
る
が
、
妹

の
手
紙
を
得
て
初
め
て

自
己

の
心
申
を
申
送

つ
た
の
で
あ
る
。

文

中

「
い
ん

ぐ

わ
」
と
諦
め
、

「
身
ひ
と
つ
す
た
り
候
事

ハ
お
も
ひ
も
う
け
た
る
事
に
て
候
」
と
観

念
し
た
胸
中
は
甚
だ
悲
痛
で
あ
る
。

五

さ

て

『
湖

白

庵

集

』

萌
和
四
年
刊
)
に

は

「
延

享

の
は

じ

め

の
秋

、

浮
、

風

難
波

に
住

け

る
頃

ほ

ひ
…

…

」

と

あ

つ
て

、

延

享

元

年

秋

、

浮

風

・
諸

九

は
大

阪

に
住

む

に
至

つ
た

こ
と

が
知

ら

れ

る

。

当

時

野

坂

の
羅

無
名
庵
に
は
、
驚

憶

べ
き
適
当
な
野
坂
門

の
庚

が
ゐ

な
か

つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
多
分
京

の
九
十
九
庵
風
之
や
難

波

の
梅

従
等

の
野
城
門
高
弟

の
斡
旋
が
あ
つ
た
の
で
あ
ら

う
。
か
く
て
無
名

庵

に
入

つ
た
浮
風
は
、
野
城

一
門

の
為
に
活
濃
な
俳
譜
活
動

を
展
開

す
る
。
宝
暦
元
年
十
月
三
日
に
は
、
野
城
十
三
回
忌

を

引

挙

興

行

し
、
追
善
集

『
十
三
題
』
出
版

の
た
め
、

こ
の
年
冬
か
ら

翌
二
年

に

か
け
て
申
国
九
州
を
行
脚
し
て
ゐ
る
。
次

い
で
宝

暦

五
年

九

月
三

、



日
、
又
、
野
披
十

七
回
忌
を
引
挙
興
行
し
、
翌
六
年

に
か

け
て
再
び

西
国

に
杖
を
曳

い
て
を
り
声
追
善
集

『
窓
の
春
』
を
こ
の
年
上
梓

し

た
。

一
方
諸
九
は
夫
浮
風

の
留
守
を
守
り
、
「
あ
る
は
三
つ
き
五
月
の

行
脚

の
留

守
だ
に
、
よ
す
か
の
お
ぼ
つ
か
な
き
を
か
こ
」

(そ
の
行
脚
)

つ
様
な
生
活
を
送

つ
た
。然
し
又
、浮
風
の
感
化
で
時
折
俳
譜

に
興
じ

る
こ
と
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

あ

や
め
さ
す
軒
や
燕
の
か
い
つ
ふ
り

桑
杖
の
鳩
さ

へ
寒
し
野
辺
の
供

天
満
参
り
の
帰
る
さ
半
時
庵
を
訪
ひ
て

鶯

と
物
い
ふ
枝
の
雀
か
な

返
し

鳳
な
れ
や
桐
も
若
芽
の
草
の
宿

称
名

の
曇
ら

ぬ
声
や
青
あ
ら
し

息

を
ふ
く
鏡

の
隈
や
け
さ
の
秋

、

嫁

か
手
や
藩
た
ゝ
く
も
品
少
し

あ
や
め
ふ
く
軒
や
燕

の
水
遊
ひ

時

雨
て
も
春
や
小
春
の
三
ケ
日

波
女
(

「
此
如
月
」
、

延
亭
四
年
刊
し

浪
女
(

)

 

「
か
く
れ
蓑
」

同
年
刊

浪
女
(

)

「
ぬ
れ
着
葉
」

寛
延
三
年
刊

淡

々

浪

女

(

〃

)

浪

女

(
「宿
の
花
」

宝
管
兀
年
刊
)

な

ミ

女

(

〃

)

な

ミ

女

(

〃

)

,
浪

女

(
「十
三
題
」

同
二
年
刊
)

管
見

に
入
つ
た
無
名
庵
時
代
の
諸
九

の
句
で
あ

る
。
丹

念

に
探

し

た
ら
未
だ
　

沢

山

あ
る
で
あ
ら
う
。

(

)

最
後

の

「
あ
や
め

ふ
く
」
の
句

は

『
此
如
月
』
入
集

の

「
あ
や
め
さ

す
」

の
句
の
訂
正
か
改
作
で
あ
ら
う
。
『
ぬ
れ
若
葉
』入
集
句
か
ら
、

諸
九
が
当

時
難
波

に
於
い
て
最
も
世

評
の
高

か
つ
た
松

木
淡

々
を

訪

れ
を

ど
が
知

ら
れ
醗

、ゼ

し
て
淡
々
を
鶯

に
讐

へ
・
自
ら
を
卑

他
に

「
十
三
題
」
所
収
の

俳
譜
に
脇
句
を

つ
S
め
て
ゐ
る
。

下
し
て

雀

と

云

つ

て
ゐ
る
が
、
淡

々
は
そ
れ
に
対
し
て
雀
ど
こ
ろ

か
鳳
だ
と
返
句
し
て

ゐ
る
。
之
は
果
し
て
諸
九
の
素
質

の
凡
な
ら
ざ

る
を
認
め
た
も

の
か

。
或

は
単
な
る
儀

礼

的

な
も

の
な
の
だ
ら
う

か
。
然
し
何
れ
に
し
て
も

淡
々
の
や
う
な
俗
匠

に
近
づ
か
う
と
す
る

の
は
、
当
時
諸
九
に
多
分

に
流
行

の
句
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
き

が
あ

っ
た
と
思
は
れ
る
。

「
称

名
」

の
句

は
未

雷

の
追

善

句
で
あ

る
。

『
宿

の
花

』
の

「
息

を
ふ
く
」
の
句
に
は
、
後
年

の

手
拭
の
紅
も
さ
め
た
り
今
朝

の
秋

に
見
ら
れ
る
如
き
女
性
ら
し
い
繊
細
な
感
覚

の
現
れ
た
句
で
あ
り
、

諸
九
尼
ら
し
い
句
で
あ
る
。

宝
暦
六
年
、

『
窓

の
春
』
の
撰
を
了
つ
た
浮
風
は
、
京

の
亡

き
風

之
の
旧
庵
、
五
条

の
九
十
九
庵
に
杖
を
止
め
た
。

諸
国
句
勧
進
も
大
か
た
に
と
ゝ
の
ひ
、
師
走
の
末

つ
か
た
五

条

の
草
庵
に
杖
を
休
め
て

高
瀬
川
汲
て
氷

に
し
て
見

は
や

浮
風

炭
ふ
き
起
す
弟
子
の
車
座

文
下

(以
下
略
之
)

(
窓
の
春
)

文
下
は
風
之
の
子
で
、
野
城
門

の
俳
書
を
主
と
し
て

出

版

し

た
額

田
正
三
郎
で
あ
り
、
そ

の
家
は
京
寺
町
五
条
上

ル

町

に
あ
つ

た
の

で
、
九
十
九
庵
も
こ
ゝ
に
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
浮
風
は
や

が
て
文



下
に
止
め
ら
れ
る
儘
に
ご
ゝ
に
仮
寓
し

「
の
み
水
に
加

茂
川
持
て
千

(
注
七
)

鳥
か
な
」
と
吟
し
、
千
鳥
庵
と
称
し
た
。
文
下
の
浮

風

追

悼

句
に

「
此
六
と
せ
我
九
十
九
庵
に
仮
寝
し
て
、
諸
州

の
月
花

に
あ

そ
ひ
給

ひ
し

に
云
々
」

(そ
の行
脚
)
と
前
書
し
て
ゐ
る
如
く
、
こ
の
九

十

九
庵

滞
在
中
も
折
々
浮
風
は
諸
国
に
杖
を
曳
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
宝

暦
十
年

に
は
遠
く
九
州
迄
下

つ
て
、
直
方

の
文
雄
や
福

岡
の
杏
雨
等

の
旧
友
を
訪
れ
た
。
又
翌
十

一
年
に
は
難
波
天
王
寺

に
芭
蕉

・
野
坂

両
翁

の
句
碑
を
建
立
し
、
そ
の
記
念
集

『
朱
白
集
』
を
上
梓
し

た
。

更
に
翌
十
二
年
春
に
は
備
後
地
方
の
門
人
如
芥
等
撰

『密
語

橋
集
』

を
援
助
し
、
序
交
を
書
き
与

へ
て
ゐ
る
。
か
く
て
間
も
無
く
病

を
得

て
、
五
月
十
七
日
、
京

の
九
十
九
庵
に
て
浮
風
は
六
十

一
歳
で
病
残

(註
八
)

し
た

の
で
あ
る
。

諸

九
も
勿
論
浮
風
と
共
に
無
名
庵
か
ら
九
十
九
庵
に
移

つ
た

と
思

は
れ
る
が
、
そ
の
後
浮
風
死
残
に
至
る
六
年
間
、
殆

ど
表
面
に
現
れ

な

い
。
唯
、

宝

暦

十

一
年

の

『
朱
臼

集
』
に

「
諸
九
」
号
で
独

吟
表
八
句
と
、

「
北

山
の
日
暮
は
白
し
帰
る
雁
」
等
発
句
六
句
が
入

集
し
て
ゐ
る
。

「
備
後
玉
の
浦
に
て
」
の
前
書
あ
る
句
な
ど
か
ら
考

へ
る
と
、

諸
九
は
既
に
こ
の
頃
中
国
筋
に
杖
を
曳
い
て
ゐ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

更
に
こ
の
冬
、
九
十
九
庵
で
如

芥
、

貫

千

等
を

交
へ

て
興
行
し
た
百
韻
に

一
座
し
て
を
り

(
蕾
語
描
集
ご

、
又
『
密
語
橋
集
』

に
は

「
瞬

の
は
し
の
物
な
り
春

の
月
」
等
の
発
句
が

入

集

し

て

ゐ

る
。

本
集

に
も

「
女
諸
九
」
と
あ
り
、
諸
九
号

は
浮
風
死
捜
前
か
ら
使
用

さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
不
思
議
な
因
縁
で
結
ば
れ
、
二
十
年
間
形
影
の
如

く
相
添

う
た
夫
浮
風

の
死
は
、
諸
九
を
悲
歎
と
失
望
の
ど
ん
底
に
陥
れ
に
で

あ
ら
う
。

た
な
は
た
に
う
し
ろ
む
け
て
や
七
々
日

諸
九

送
り
火
や
届
く
に
し
て
も
水

の
泡

〃

等

の
句
に
は
、
深
い
悲
し
み
が
込
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
そ

の
行
脚
』

に

「
寺
詣
て
の
帰
る
さ
諸
九
婦
を
い
さ
め
て
」
乏
前
書

し

た

「
散
て

な
し
花
も
末
摘
な
ら
ひ
あ
り
」
の
琴
之
女

の
句
が
見
え
る
が
、

諸
九

の
悲
愁
の
様
子
は
第
三
者
を
し
て

「
散
て
な
し
」
と
思
は
せ
る
や

う

な
深
刻
な
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
か
く
て
諸
九
が

薙
髪
し

て
尼
と
な
り
、

「
蘇
天
」
と
称
し
た
の
は
、
浮
風
百

ケ
日
の
こ
と
で

あ

つ
た
。百
ケ
日
に
も
と

ゝ
り
を
は
ら
ひ
て

掃
捨
て
見
れ
は
芥
や
秋

の
霜

諸
九
尼
蘇
天

だ
が
然
し
尼
と
な
つ
た
と
て
、
念
仏
三
昧

の
静
か
な

生

活

が
諸

九

に
約
束
さ
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
い
。
浮
風
の
許
に
家

や
故

郷
を
捨

て
て
走

っ
た
諸
九
に
は
、
住
着
く
べ
き
故
山
が
あ
ら
う
筈
が

な
い
。

栖
さ
へ
同
門
文
下
所
有
の
草
庵
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
諸

九
夫
婦

に

は
子
供
も
な
か
つ
た
。
云
は
ゞ
灰
色
の
荊

の
道
が
諸
九
の
前

に
横
た

は
つ
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
諸
九
の
決
意
は
生
易
し
い
も
の
で
は
な

か
つ



た
と
思
ふ
。
か
く
て
行
脚

に
命
を
か
け
た
孤
独
と
苦
悩

の
俳
三

昧
の

生
活
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
苦
し
み
の
挙
句
に
到
達
し

た
清

澄
な
心
境

の
上
に
、
諸
九
尼
晩
年
の
秀
句
が
花
咲
い
た

の
で
あ

つ
た
。
生
る
も
の
あ
つ
め
て
さ
び
し
ね
は
ん
像

諸
九

腰

か
け
て
み
れ
ば
卒
都
婆
や
虫

の
声

〃

長
き
夜
や
お
も
ひ
余
り
て
後
世

の
事

〃

(
一
九
五
七

・
七
・
一
二
)

註

一

『
日
本
文
学
大
辞
典
」
は
本
名
を
有
地

ふ
み

(
或
は
云

ふ
な
み
)

と
し
、

夫
婦
共

に
直

方

に
あ

つ
て
行
脚

し
て
来
た
野

坂
に
入
門
し
た
と
す
る
が
、

浮
風
野

披
入
門
の
享
保

三
年

(行
状

記
)

に
は
諸

九
は
僅
か

五

才

で

あ

る
。

な
ほ

『
諸

九
尼
句
集
』
編
者

の

一
人
竹
雨
、
『
続
句

集

』
編

者
其
雨

は
、

そ
れ
ぞ

れ
竹
両

・
其
両
が
正

し
く
古
俳
書
文
庫

翻

刻

の

誤
り
を
襲
う

て

ゐ
る
。
『
大
人

名
辞
典
』
む
享
保
三
年
野

坂

に
入
門
し
て
夫
妻
共

に

俳
譜

を
学

ん
だ
と
し
て
ゐ
る
。

註
ご

明
治
書
院
刊

『
俳
譜
大
辞
典
』
も
尾
仲
家

の
人
と
し

て

ゐ

る

。
な
ほ

田
中
氏

の
も

の
で
正
徳
三
年
出
生

と
す
る

の
は
四
年
の
誤
り

で
あ
る
。

註

三

「
新
両
筑
新
聞
」
掲
載

「
諸

九
尼
伝
」
。

註

四

久
留
米
藩
石
原
小
兵
衛
為
平

(俳
号
指
帆
)

の
著
。

註

五

寛
保
三
年

六
月
、
間
宮
鹿
起
が
無
名
庵
代
と
な

つ
て

ゐ

る

が

(
や
ど

り
塚

)
、長
く

ゐ
な
か

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
涼
袋

の

『
俳
仙
窟
』

に
は

「
両

子

(
梅

従

・
風

之
)
俗
子

ヲ
進

メ
テ
野
披

ノ
庵

ヲ
譲

ラ
ン
ト

ス
。
岱

子
、

坂

門
ヲ
破

リ
テ
賀
北

二
到
リ
、
伊

勢

二
行

テ

一
家

ヲ
ナ

ス
。
」

と
あ
る
。

涼

袋
が
風
之

・
梅
従
を
訪
う
た

の
は
延
享
元

年
の
こ
と
で
あ
る

か
ら

(桃

の

鳥

)
、

こ
の
頃

涼

袋

を
無

名
庵

代

と
し
よ
う

と
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

、

註

六

こ
の
句

『耳
能

阿
迦
』

に

「
淡
々
に
初
見
挨
拶

、
鶯

に

も

の

い
ふ
枝

の
雀
哉
」
と

あ
り
、

「
唐

シ

マ
諸
九
」
と
あ
る
。

註

七

『
窓

の
春

』
に

「
千
鳥
庵

記
」

の

一
文
が
見
え
る
。
な
ほ

こ
の
句

『
湖
,

自

庵
集
』
に

「
五
条
わ

た
り

に
庵

を
も

と
め
て
」
と
前
書
が
あ
る
。

註
八

明

治
書

院
刊

『
俳
譜
大
辞
典
』

「
浮
風
」
の
項

に
、
故
郷
直
方

に
て
残

し
た
と
す
る
が
、

『
そ
の
行
脚
』
所
収

「
行
状
記
」
で
は
京
の
千
鳥
庵
即

ち

九
十
九
庵
で
残

し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
何

か
の
間

違

で

あ

ら

題つ
o

〔付

記
〕

こ
の
拙

論
を
恩
師
杉
浦

正

一
郎
先
生

の
御
霊
前

に
捧
げ
奉
る
。
あ
ま
り

突
然

の
先

生

の
御
逝
去

に
た
ゴ
　
然
と
し
て

は
や
く
も
半
歳
を
過
し
ま
し
た
。
今

ま

で
ど

ん
な
拙

い
も

の
で
も
必
ず

御

一
読
下
さ
れ
、

い
ろ

い
ろ
と
御
教
示

を
頂

き

ま
し
た

の
に
、
今

は
も

う
お
声
を
耳

に
す
る
事
も
出
来
ず

、
甚
だ

淋
し
い
思

ひ

が
致
し
ま
す
。

こ
ゝ
に
改
め

て
先
生

の
御
冥

福
を
お
祈

り
致
し
ま
す

。

な
お
本
稿

を
草
す
る

に
当
り
資
料

の
借
覧

を
許
さ

れ
た
成
城
大
学

の
板
坂
元

氏
、
諸
九
書
簡
の
こ
と
で
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
石
井
近
義
氏

に
深
謝

の
意
を

表
し
ま
す
。
薙
髪
以
後

の
諸

九
に
つ
い
て
は
別

に
発
表

す
る
予
定

で

ゐ

ま

す

の
で
。
合

は
せ
て
見

て
頂
け
た
ら
幸
甚

で
す
。


